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転出入者アンケート調査報告書
「10年後20年後も住み続けたいまちの実現に向けて」アンケート

令和４年11月

政策創造課作成
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１．アンケート調査概要
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アンケート調査の概要

〇 概要

次期総合計画策定に向けた基礎データとして転出入者の現状を把握するために、市役所窓口でのアンケート調査を実施
しました。

〇 目的

直近の転出入者について、対象者の年代や世帯構成、引っ越しのきっかけや引っ越し先の選定理由、どのようなまちに住み
たいと思っているかなどの現状を把握することを目的としました。

〇 期間

令和４年７月８日（金）～令和４年９月５日（月）

〇 方法

・市役所本庁舎市民課窓口において、転出入手続きに訪れた市民に対し、アンケート用紙を直接配布し、その場で回答を
お願いしました。
・回答は代表者にのみお願いをし（家族の場合は世帯主など）、また、窓口に代理の方が手続きにいらっしゃった場合は、
後日e-kanagawaからの回答をお願いしました。

〇 回答者数

総計
うち、
アンケート紙での回答

うち、
e-kanagawaでの回答

転入 99 97 2

転出 90 89 1

総計 189 186 3
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設問の構成

〇 設問の構成

①転出入者の属性と、②転出入の理由や決め手、③まちづくりで力を入れてほしい分野を尋ねる３部構成としました。

①属性は、A性別、B年代、C世帯構成、D地域を
②理由や決め手は、A転出入に至った理由（きっかけ）、B転出入先の市区町村を決定した際の決め手となったポイントを
③まちづくりで力を入れてほしい分野については、一般社団法人スマートシティ インスティテュートが定めたwell-beingを
測るための暮らしやすさの客観指数計22項目を採用しました。

〇 設問（転入/転出）

Q1 性別
Q2 年代
Q3 今回、転入（転出）されたのは、どなたですか？
Q4 今回、転入（転出）されたのは、どちらの地域ですか？
/どちらの地域にお住まいでしたか？

Q5 引っ越しをすることになった理由をお聞かせください。
Q6 鎌倉を引っ越し先に決めた理由（決め手）をお聞かせください。
/引っ越し先の市区町村を決めた理由（決め手）を教えてください。

Q7 10年後20年後も鎌倉に住み続けたいと思うために、力を入れてほしい分野があれば教えてください。
/10年後も20年後も同じ町に住み続けたいと思うために、力を入れてほしい分野があれば教えてください。
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２．回答結果
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回答結果 まとめ

〇 回答者数（スライド３）

転入99名、転出90名と概ね同数の回答を得ることができた。サンプル数としては、今回設定した統計学上信頼のおけるサン
プル数165名（スライド３を参照）を超える回答数を集めた。

〇 回答者の性別（スライド８）

男性比と女性比は概ね同数であった。

〇 回答者の年代（スライド９）

転入転出ともに、20代～40代が全体の約８割を占める人口移動のボリュームゾーンであることが分かった。
転入は20代～40代がほぼ同じような割合であるのに対し、転出は20代が全体の4割を占める結果となり、進学や就職など
を背景に若年層は転出傾向にあることがみてとれた。

〇 回答者の世帯構成（スライド10）

転入転出ともに、単身での移動が最も多い結果となった。転入と転出を比較すると、転出は本人のみが80%と圧倒的に
多く、転入は夫婦や夫婦と子など世帯単位で移動する割合が大きいことが分かった。

〇 回答者の地域（スライド11）

転入転出ともに、鎌倉地域と大船地域が全体の８割を占める結果となり、この２地域が人口移動のボリュームゾーンで
あることが分かった。
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回答結果 まとめ

〇 引っ越しをすることになった理由（スライド12）

転入と転出で差異が見られた。転入については、「生活環境をよくしたかったため、鎌倉に住みたかったため、コロナ禍で生活ス
タイルが変わったため」が挙げられ、転出については、「仕事の都合のため、学業の都合のため」が多いことが分かった。転入者は鎌
倉に住む意義に重きを置く傾向にあり、転出者は転職等の環境要因によるものが大きい傾向にある。

〇 引っ越し先の決め手(スライド13)

転入と転出で差異が見られた。転入については、「自然や文化、歴史的風土などの環境が素敵だから、鎌倉に住みたかった
ため」が多く、転出については、「仕事上の都合がよかったから、生活するのに便利だからが多い」ことが挙げられる。転入者は鎌倉
に住む意義を、転出者は利便性などを重視している傾向にある。

〇 まちづくりにおいて力をいれて欲しい分野(スライド14-17)

転入転出ともに、「医療・健康」「移動・交通」の順となり、この２つは回答者の３割以上が希望しており、関心の高い項目で
あることが分かった。転入と転出で差異が見られた項目としては、転入については「自然災害、文化・芸術、デジタル生活、環境
共生」を希望した割合が転出よりも倍近く多く、転出については「空気・騒音・清潔さ、住宅環境」を希望した割合が転入よりも
大きい傾向があることがわかった。
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回答者属性（性別）
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回答者属性（年代）
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回答者属性（世帯構成）
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回答者属性（地域）
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引っ越しをした理由（きっかけ）

複数回答してしまった方がいたため、
nが総数よりも大きくなっています
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引っ越し先の決定理由（決め手）

複数回答してしまった方がいたため、
nが総数よりも大きくなっています
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力を入れてほしい分野
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力を入れてほしい分野（転入のみ-回答数昇順）
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力を入れてほしい分野（転出のみ-回答数昇順）
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力を入れてほしい分野（総計-回答数昇順）
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３．資料
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資料


